
東京大学ホームカミングデイ 2020.10.17

教育学部・教育学研究科主催ウェビナー

「ウィズコロナ、ポストコロナの教育を考える」

コロナ禍と子どもの権利

学校教育高度化専攻
学校開発政策コース

勝野正章



ヴォルタ高校の皆さんへ

“アレマン人がペストを連れて、ミラノに

侵入してくるのではないかと、という

保健省の恐れが本当になった。感染が

広がり、イタリアの大部分で被害者が

出た・・・”

これは、アレッサンドロ・マンゾーニの小説

『いいなづけ」31章の冒頭の一節です。

・・・・・

『これからの時代を生きる君たちへ

イタリア・ミラノの校長先生からのメッセージ』世界文化社

子どもたちに説明しただろうか？
子どもたちの声を聴いただろうか？
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・みんなであそびたい。（小 5 男子、神奈川県）

・早く友だちに会いたい。（小 3 女子、東京都）

・いつ学校に行けるのでしょうか。画面上でしか友達に会えません。早く、学
校に行きたいです。引きこもりになってしまいそうで怖いです。（中 2 女子、東
京都）

・修学旅行に行きたかった。（高 3 男子、不明）

・部活をしたい。いつできるのか知りたい。（中 1 男子、福岡県）

・新型コロナウイルス感染症にかからないようにする方法を知りたいです。（小
2 男子、不明）

・いつ、公園で安心して遊べるようになりますか？（小 4 女子、東京都）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート 第1回調査（2020.4.30～5.31）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html
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・暇なので、退屈しない工作がほしいです。（小 5 女子、東京都）

・スマホ、タブレットがほしいです。（小 6 女子、不明）

・勉強も大事だけど息抜きのための DVD が欲しい。けど外にも出れないし、
通販でもお母さんにお願いしないといけない。だけど、お願いしたってなかな
か了解してくれない。とりあえず、息抜きするものが欲しい。（中 1 女子、不
明）

・防護服がほしい（友だちと遊べる）。（小 5 男子、東京都）

・新型コロナが見えるマシーンがほしい。（小 3 男子、東京都）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート 第1回調査（2020.4.30～5.31）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html
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・子どもをバイ菌あつかいしないでほしい。（中学女児/愛知）

・なぜ体調か悪いのに、検査を受けられないのか。（中 2 不明、埼玉県）

・私たちが医療現場などにお金を寄付することはできるのか。（小 6 女子、不
明）

・自分たちが今誰かのために出来ること。（小 5 男子、不明）

・どうしてこどもだけががまんしないといけないのかわからない。（小 2 男子、
不明）

・政治家の意見ばかりではなく、ちゃんと子供にも意見を聞いてほしい。（中 3 

女子、広島県）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート 第1回調査（2020.4.30～5.31）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html

5



・がっこうはたのしい。（小学低学年女児/神奈川）

・マスクが暑くて苦しいので、学校でもはずしたい。学校で新しいお友達ともっ
とお喋りや遊びをしたい。（小学低学年女児/神奈川）

・がっこうがはじまってきゅうにながくなったから とてもつかれる。（小学低学
年男児/大阪）

・学校は再開されたけれど、マスクで先生が誰かわからなくて、話も聞こえづ
らくて、困ることがあります。質問したくても、あまり近づいちゃいけないかな？
と思って、話が理解できないままになってしまうことがあります。（小学低学年
男児/北海道）

・きゅうしょくを、もっとたのしく たべたいです。（小学低学年男児/静岡）

・自分で進める課題が多すぎて終わらない。（高校女児/神奈川）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート第2回調査（2020.6.15～2020.7.26）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html
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・子供が可哀想だから…とか大人はよく言うけど実際思ってないくせに…と思
う。（小学中学年女児/東京）

・子どもも学校のコロナ対策に参加したい。決められたことしかしないのはお
かしい。（中学男児/鹿児島）

・学校の事や子供の事を決めてる人は、ぼくたちの気持ちは無視なのなぁ？
そんな大人の人達に、ぼくたちの気持ちを知ってほしいです。（小学高学年
男児/茨城）

・学校関係の対策をする場合、その地域の子供達に意見を聞いた方が良い。
大人が言う事に全部従わないといけなくて窮屈。 たとえ、それが私達子供の
ためであっても、やり方を間違えていると思う。（小学高学年女児/わからな
い・答えたくない）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート第2回調査（2020.6.15～2020.7.26）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html
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「こどものことを決めるとき、おとなたちはこどもの気持ちや考えをよく聞いてい
ると思いますか？」

⇐「あまりそう思わない」+「全くそう思わない」 小学校低学年１５％、小学校
高学年２５％、中高生の４２％

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部
コロナ×こどもアンケート第2回調査（2020.6.15～2020.7.26）

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/survey.html
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1．今回のパンデミックが子どもの権利に及ぼす健康面、社会面、情緒面、経
済面およびレクリエーション面の影響を考慮すること。

2. 子どもたちが休息、余暇、レクリエーションおよび文化的・芸術的活動に対
する権利を享受できるようにするための、オルタナティブかつ創造的な解決
策を模索すること。

3. オンライン学習が、すでに存在する不平等を悪化させ、または生徒・教員
間の相互交流に置き換わることがないようにすること。

10. COVID-19 および感染予防法に関する正確な情報を、子どもにやさしく、
かつすべての子ども（障害のある子ども、移住者である子どもおよびインター
ネットへのアクセスが限られている子どもを含む）にとってアクセス可能な言
語および形式で普及すること。

11. 今回のパンデミックに関する意思決定プロセスにおいて子どもたちの意見
が聴かれかつ考慮される機会を提供すること。

平野裕二訳 https://w.atwiki.jp/childrights/pages/327.html

国連・子どもの権利委員会（2020.4.8）
「新型コロナウィルス感染症（COVID-19）に関する声明」
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・生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること）

すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成長で
きるよう、医療、教育、生活への支援などを受けることが保障されます。

・子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと）

子どもに関することが行われる時は、「その子どもにとって最もよいこと」を第一
に考えます。

・子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）

子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表すことができ、おと
なはその意見を子どもの発達に応じて十分に考慮します。

・差別の禁止（差別のないこと）

すべての子どもは、子ども自身や親の人種、性別、意見、障がい、経済状況
などどんな理由でも差別されず、条約の定めるすべての権利が保障されます。

子どもの権利条約 一般原則
http://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html
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2010117コロナ禍と子どもの権利②.ppt


Save ｔhe Children（2020）

“The Hidden Impact of Covid-19 on Child Rights”

コロナ禍による基本的サービス（水、衛生、食べ物・・・）へのプレッシャー

⇒子どもたちの生命・健康への権利の侵害

特に被害をこうむりやすい子どもたち（社会的養護のもとにある子ども、スト
リートチルドレン、難民、無国籍の子ども、障がいを持つ子ども、マイノリティの
子ども、女の子…）を暴力・虐待・搾取から保護することが喫緊の課題

・文化的権利 休む、遊ぶ、文化・芸術に触れる／楽しむ

・市民的、政治的権利 表現、思想・良心、宗教、集会の自由、プライバシー
保護、情報へのアクセス

コロナ禍による「子どもの権利」の制限、侵害
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2010117コロナ禍と子どもの権利③.ppt
2010117コロナ禍と子どもの権利③.ppt
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権利の制限

①合法的、かつ一般的利益保護の目標にかなうものであること

②比例原則

③適用における公平性・公正性

一斉休校や、一定の権利制限まで否定するものではない。

一般的利益（e.g. 公衆衛生）のためにやむを得ないとか、可哀そうというも
のとも違い、子どもの権利（社会・経済的、文化的、市民的・政治的）という視
点から見ることで、違ったあり方（alternatives)の可能性が拓かれる。

子どもを守る+つながり、参加を通じて子どもが育つ教育。

ウィズコロナ、ポストコロナの教育
「子どもの権利」ベースのアプローチ
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